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単位：千円

第 章 第 節

その他の財源 ふるさと基金

１．【「空き家バンク物件」流通促進奨励金】の追加
成約件数

平成29年度

２件（移住者：町内１件、町外１件）
平成30年10月末現在

３件（移住者：町内１件、町外２件）

２．【移住・定住支援「空き家バンク物件」改修補助金】の追加

４　事業の効果 ・本町への移住・定住の推進、及び、地域の活性化
・町内に現存する空き家の有効活用と、特定空家となることへの防止

区分 平成３０年度１２月補正 会計 一般会計

款 ２ 項 １ 目 ８
細事業名 空き家バンク事業 所属

企画財政課

目   名   称 地域づくり推進費
白石創生推進係

財 源 内 訳 予算書頁

予 算 額 2,760
国庫 県費 地方債

本年度当初 2,537 現計予算 2,537

その他 一般財源 15

2,000 760 継　続

１　補正の理由 空き家バンク登録物件の成約件数増加に伴い、「空き家バンク物件」流通促進奨励金及び移住・定住支援「空き家バンク物件」改修補助金を追加
補正する。

２　 事業変更内容 （単位：千円）
区　　　分 現計予算額 支出見込額 補正予算額

白石町総合計画 基本構想
ゆとりある快適な住みよいまち　【町の基盤整備】

基本計画
生活基盤の充実                        

（人と大地がうるおい輝く豊穣のまち） 1 1

（3件）

②移住者（20万円） 400 （2件） 1,400 （7件） 1,000 （5件）

①登録者（10万円） 200 （2件） 500 （5件） 300

（3件）
小　　　計 800 （ － ） 2,400 （ － ） 1,600 （ － ）

③加算金（10万円：商工会商品券） 200 （2件） 500 （5件） 300

（単位：千円）
区　　　分 現計予算額 支出見込額 補正予算額

①物件の改修（補助率1/2：上限50万円）　 1,000 （2件） 2,000 （4件） 1,000 （2件）
②不要物の撤去・処分（上限10万円） 200 （2件） 360 （4件） 160 （2件）

（ － ）

（単位：千円）
３　補正予算額 節 説　　　　　　　　明 現計予算額 今回補正額 補正後の額

小　　　計 1,200 （ － ） 2,360 （ － ） 1,160

合　　　計 2,000 2,760 4,760
19

負担金補助
及び交付金

「空き家バンク物件」流通促進奨励金 800 1,600 2,400
移住・定住支援「空き家バンク物件」改修補助金 1,200 1,160 2,360
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当初予算では、医療費助成の見込みが難しく、現年の実助成額の経過をみて補正するもの。 医療費支払（見込）状況

月々の医療費助成額が、当初見込みよりも伸びているため、今後の支出見込みを再度
算出し増額する。

※

※

４　事業の効果

子どもの疾病の早期発見、早期治療及び子育て世帯の経済的負担の軽減を図る。 － ＝

区分 平成３０年度１２月補正 会計 一般会計

款 4 項 1 目 1

79,799 現計予算 79,799

細事業名 子どもの医療事業費 所属
保健福祉課

目   名   称 保健衛生総務費
福祉係

財 源 内 訳 予算書頁

白石町総合計画 基本計画
健やかで安心できるやさしいまち　【保健・福祉の充実】


基本計画
子育て支援の充実                      

（人と大地がうるおい輝く豊穣のまち） 2 1

その他 一般財源 19

6,900 継　続
予 算 額 6,900

国庫 県費 地方債

本年度当初

２　 事業変更内容 4月 1,765 2,520,567 3,650 6,434,723

１　補正の理由

(単位：円）

支払月
平成29年度実績 平成30年度見込

件数 金　　額 件数 金　　額

5月 1,997 3,301,893 3,989 7,562,372
6月 2,992 4,790,195 3,359 5,977,459
7月 3,773 6,239,085 3,807 6,572,749
8月 3,564 5,784,433 3,467 5,653,203
9月 3,389 5,654,535 3,337 5,894,605
10月 3,245 5,572,643 3,272 6,119,058

３　補正予算額 1月 3,546 6,478,561 3,900 6,821,924

11月 3,100 5,648,586 3,350 5,947,961
12月 3,529 6,150,291 3,800 6,476,256

2月 4,279 7,654,106 4,400 8,059,774
（単位：千円） 3月 3,772 6,607,864 4,000

20.　扶助費 72,100 6,900 79,000
計 38,971

6,958,081
節 現計予算額 補正予算額 補正後の額 未熟児 20 466,760 20 500,000

66,869,519 40,701 78,978,165
10月までは実績額。11月以降の見込額は、6～10月の前年同月から
の伸び率で3番目（中間）に高い7月の伸び率5.3%を使用し見込む。

未就学児は、当初の見込みと大差ないため、県費補助金の補正はし
ない。

当初見込み額 今回見込み額 不足額 補正額
72,100,000円 78,978,165円 △6,878,165円 6,900千円



単位：千円

第 章 第 節

当初の利用見込みより日中一時支援利用者の利用回数と利用時間が増加し、予算の不足が見込まれるため増額補正する。

平成30年度上半期実績及び前年度実績に基づく、支出見込み額の再算定を行った。

委託料

－ ＝ 補正予算額 千円

４　事業の効果 障害者等及びその家族の地域生活を支援することができる。

区分 平成３０年度１２月補正 会計 一般会計

款 3 項 1 目 2

8,652 現計予算 8,652

細事業名 日中一時支援事業費 所属
長寿社会課

目   名   称 障害者福祉費
障がい福祉係

財 源 内 訳 予算書頁

白石町総合計画 基本計画
健やかで安心できるやさしいまち　【保健・福祉の充実】


基本計画
地域・高齢者・障がい者(児)福祉の充実            

（人と大地がうるおい輝く豊穣のまち） 2 2

その他 一般財源 17

650 325 325 継　続
予 算 額 1,300

国庫 県費 地方債

本年度当初

７月 ８月 ９月 １０月

１　補正の理由
【事業の目的】　障害者等の日中における活動の場を提供するとともに、障害者等の家族が就労するための支援及び障害者等を日常的に介護する家族等の
一時的な休養を確保するため、障害者等の一時預り事業を行うことにより、障害者等及びその家族等の地域生活を支援する。

２　 事業変更内容

支給実績 支給見込み
合計

４月 ５月 ６月 １月 ２月 ３月１１月 １２月

３　補正予算額 13

支出見込額 当初予算額 差引不足見込額

880,000 950,000 820,000 820,000 1,040,000 9,936,252783,986 708,678 675,531 770,874 957,343 649,840 880,000

9,936,252　円 8,652,000　円 1,284,252　円 ≒ 1,300,000　円 1,300
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７月の台風７号により、町内の園芸施設（パイプハウス）に多くの被害を受けた。

被災したパイプハウスの再建に要する費用を補助することにより、営農活動の早期再開と農家負担の軽減を図る。

○ 実施期間 平成３０年度
○ 実施主体 農業者
○ 実施概要 園芸施設（ビニールハウス）等の再建への補助
○ 補助率 再建への補助：園芸施設共済加入の場合は、共済金の国費相当額を合わせて国1/2、町1/10、事業実施主体4/10
○ 要件等 平成30年6月28日～7月8日までの被災された農業用施設等が対象　

事業採択の要件として、地方公共団体の上乗せ助成が必要
農業用ハウス等園芸施設共済の引き受け対象となる施設は、事業完了後に園芸施設共済等への加入が必要

１９節　負担金補助及び交付金　　経営体育成支援事業費補助金　１６４，０００円

予算額（県費＋町費）＝

４　事業の効果
園芸施設を早期に復旧することができ、被害を受けた農業者の経営の安定化を図る。

区分 平成３０年度１２月補正 会計 一般会計

款 ０６ 項 ０１ 目 ０３
細事業名 経営体育成支援事業 所属

農業振興課

目   名   称 農業振興費
振興係

財 源 内 訳 予算書頁

予 算 額 164
国庫 県費 地方債

本年度当初 0 現計予算 0

その他 一般財源 22

136 28 新　規

１　補正の理由

２　 事業変更内容

白石町総合計画 基本計画
活気と魅力のある豊かなまち　【産業の振興】

基本計画
農林水産業の振興                      

（人と大地がうるおい輝く豊穣のまち） 3 1

受益戸数 受益面積
事業量

総事業費
品目名

財源内訳
備考

（戸） （ａ） （千円） 県補助金 町費 事業主体
再建費用

合　計　（事業主体数　1） -3.3

３　補正予算額

事業内容

136 28 110

164

アスパラガス 1 3.3 336㎡ 274

136 28 110- 1 274



単位：千円
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地方債の名称 合併特例債

農業基盤整備促進事業にかかる追加内示があったため、平成31年度事業を繰上げて事業進捗を図りたい。

◎農作業道整備（未舗装農道の舗装工事） ●農道舗装事業費負担割合　国　55％ ・ 町　40％ ・ 土地改良区　5％

計　　2路線　（L=782.3m）

◎用排水路補修（水路法面補修整備） ●用排水路整備事業費負担割合　国　55％ ・ 町　35％ ・ 土地改良区　10％
・地盤沈下対策水路65号水路（L=400ｍ）
・地盤沈下対策水路66号水路（L=400ｍ） 計　　2路線　（L=800m）

単位：千円
【歳入の算定】

（補助対象事業費：50,000千円）

<内訳> ・農作業道舗装工事
・用排水路補修工事

（内訳） ◎土地改良事業分担金
・農道（11,000千円×5％）
・水路（44,000千円×10％）

４　事業の効果

区分 平成３０年度１２月補正 会計 一般会計

款 6 項 1 目 7

0

細事業名 農業基盤整備促進事業（補正予算分） 所属
農村整備課

目   名   称 農地費
農村整備係

財 源 内 訳 予算書頁

活気と魅力のある豊かなまち　【産業の振興】
基本計画

農林水産業の振興                      
（人と大地がうるおい輝く豊穣のまち） 3 1

その他 一般財源 22

27,500 20,000 4,950 2,550 新　規
予 算 額 55,000

国庫 県費 地方債

本年度当初 0 現計予算

１　補正の理由

２　 事業変更内容

・新開102号線　（L=65.3m）
・新開111号線　（L=717m）

３　補正予算額

科　　目 当初予算額

白石町総合計画 基本計画

10,000千円
○工事請負費 55,000千円 40,000千円

・農作業道舗装工事 11,000千円

今回補正額

15.工事請負費 0 55,000
◎基盤整備促進事業費補助金

　　　　　50,000千円×55％＝ 27,500千円

　農作業道の整備及び農業用排水路の補修により、交通面の利便性の向上と用排水機能の適切な効果を図り、農作物の安定的な供給を確保することにより、今後は荷
痛みに弱い農作物の生産が可能となるため、中間管理機構を利用した担い手への農地の集積、生産拡大、所得の向上が図られる。

・用排水路補修工事 44,000千円 550千円
4,400千円

分担金計 4,950千円
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平成30年6月29日から7月6日にかけての豪雨によって崩壊した農地が、耕作用道路の通行の支障になっているため、農地の原形復旧を行い通行の支障をなくす。

農地復旧工事（喜佐木地区）
擁壁工 Ｌ＝4.8ｍ　Ｈ＝2.7ｍ

○工事請負費 600千円
【歳入】

◎分担金
工事費　600,000円
600,000円×50％＝300,000円

【歳出】

４　事業の効果

区分 平成３０年度１２月補正 会計 一般会計

款 11 項 1 目 1

1 現計予算 1

細事業名 農業用施設災害復旧費 所属
農村整備課

目   名   称 農業用施設災害復旧費
農村整備係

財 源 内 訳 予算書頁

白石町総合計画 基本計画
活気と魅力のある豊かなまち　【産業の振興】

基本計画
農林水産業の振興                      

（人と大地がうるおい輝く豊穣のまち） 3 1

その他 一般財源 27

300 299 継　続
予 算 額 599

国庫 県費 地方債

本年度当初

【歳入の算定】

分担金及び負担金 農業用施設災害復旧事業費分担金 300,000 0 300,000 300,000

１　補正の理由

２　 事業変更内容

３　補正予算額

(単位：円)

款 細　　節 見込額① 現計予算額② 差額（①－②） 補正予算額

科目 見込額① 現計予算額② 差額（①－②） 補正予算額

農業用施設災害復旧費 15.工事請負費 600,000 1,000 599,000 599,000

被害にあった農地を復旧することにより、耕作用道路の通行の支障をなくし、農業経営の安定を図る。



単位：千円

第 章 第 節

　国土交通省所管である社会資本整備総合交付金事業の当該年度国庫補助金予算割当の確定により事業費調整を図りたい。

２　 事業変更内容
・ 町道秀村線については、国庫予算配分により事業費の調整を行いたい。
・ 舗装修繕については、国庫補助金の予算割当により、事業費調整を行い、特に緊急性を要する生活関連道路を優先的に整備することとしたい。 

舗装修繕工事施工延長　当初L=　1,480m　　補正後L=　1,270ｍ

   

用地費及び補償費の減
工事請負費の増

舗装修繕工事の減
 町道遠江搦線　他 7路線→5路線

委託料の減

 その他事務費

４　事業の効果

区分 平成３０年度１２月補正 会計 一般会計

款 8 項 2 目 １
細事業名

社会資本整備総合交付金事業
道路改築・修繕事業

所属
建設課

目   名   称 道路維持費
建設係

財 源 内 訳 予算書頁

予 算 額 △ 28,200
国庫 県費 地方債

本年度当初 104,000 現計予算 104,000

その他 一般財源 24

△ 15,129 △ 13,600 529 継　続

１　補正の理由

３　補正予算額

白石町総合計画 基本構想
ゆとりある快適な住みよいまち【町の基盤整備】

基本計画
体系的な交通網の整備・充実

（人と大地がうるおい輝く豊穣のまち） 1 3

路　　線　　名 総　延　長 施工延長 現計予算 今回補正額 補正後額 備　　　　　考

 町道秀村線（福田工区・２期）
 W=10.25ｍ

L=280ｍ L=60ｍ 32,000 △ 5,800 26,200

L=1,270ｍ 71,500 △ 22,400 49,100

－ － 500 0 500

△ 28,200 75,800

　老朽化した道路の維持補修工事及び改良工事（歩道設置含む）を実施することで、道路利用者の安心・安全な通行が確保できる。

合　　計 104,000
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４　事業の効果
道路整備することにより、通行車両等の利用者に安全・安心な交通環境の整備ができる。

区分 平成３０年度１２月補正 会計 一般会計

款 8 項 2 目 2

74,980 現計予算 75,540

細事業名 道路新設改良費 所属
建設課

目   名   称 道路新設改良費
建設係

財 源 内 訳 予算書頁

白石町総合計画 基本計画
ゆとりある快適な住みよいまち　【町の基盤整備】

基本計画
体系的な交通網の整備・充実            

（人と大地がうるおい輝く豊穣のまち） 1 3

その他 一般財源 24

2,500 継　続
予 算 額 2,500

国庫 県費 地方債

本年度当初

事業費 事業費

15.工事請負費 46,550 49,050 2,500

１　補正の理由
　町道今泉深通線において町道拡幅による排水施設整備工事のための増額

２　 事業変更内容
　工事請負費としての追加補正

３　補正予算額

項　　目
①変更前 ②変更後 今回補正額

②－①
備　　　　　　　　　　　　考

排水施設整備工事  2,500,000円

事 業 費 計 46,550 49,050 2,500
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第 章 第 節

　国土交通省所管である社会資本整備総合交付金事業の当該年度国庫補助金予算割当の確定により事業費調整を図りたい。

　
　

２　 事業変更内容

・ 町道高町百貫線については、国庫予算配分により事業費の調整を行いたい。
・ 町道六府方南方線については、国庫予算配分により事業費の調整を行いたい。

(1)通学路の安全対策 

工事請負費の減

用地費及び補償費の減

工事請負費の増

４　事業の効果
　整備計画路線は、主に小中学校の通学路となっており、国の補助事業を活用した道路整備（歩道設置）を行うことにより歩行者の安全性が確保できる。

区分 平成３０年度１２月補正 会計 一般会計

款 8 項 2 目 2
細事業名

社会資本整備総合交付金事業
通学路整備事業

所属
建設課

目   名   称 道路新設改良費
建設係

財 源 内 訳 予算書頁

予 算 額 △ 9,900
国庫 県費 地方債

本年度当初 113,250 現計予算 113,250

その他 一般財源 24

△ 6,998 △ 3,600 698 継　続

１　補正の理由

白石町総合計画 基本構想
ゆとりある快適な住みよいまち【町の基盤整備】

基本計画
体系的な交通網の整備・充実

（人と大地がうるおい輝く豊穣のまち） 1 3

86,800

３　補正予算額

路   線   名 総 延 長 施工延長 現計予算 今回補正額 補正後額 備　　　　　考

 その他事務費 － －

 町道六府方南方線 （東六府方
工区）
　　W=9.25ｍ(継続)

  L=460ｍ  L=65m 14,900 1,000

 町道高町百貫線 （深浦・坂田工
区）
　　W=10.00m(継続)

  L=1,100ｍ  L=270m 97,700 △ 10,900

650 0 650

15,900

  合　　計 113,250 △ 9,900 103,350

- 9 -
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第 章 第 節

単位：千円

４　事業の効果

区分 平成３０年度１２月補正 会計 一般会計

款 8 項 2 目 4

66,500 現計予算 66,500

細事業名
社会資本整備総合交付金事業

橋りょう長寿命化事業
所属

建設課

目   名   称 橋りょう維持費
建設係

財 源 内 訳 予算書頁

白石町総合計画 基本計画
ゆとりある快適な住みよいまち　【町の基盤整備】

基本計画
体系的な交通網の整備・充実            

（人と大地がうるおい輝く豊穣のまち） 1 3

その他 一般財源 24

△ 1,812 △ 1,238 継　続
予 算 額 △ 3,050

国庫 県費 地方債

本年度当初

事業費 事業費

補修工事費 25,500 22,450 △ 3,050

１　補正の理由
　国土交通省所管の事業である社会資本整備総合交付金事業の事業費配分額減による減額

２　 事業変更内容
橋梁補修工事費の事業費減額

３　補正予算額

項　　目
①変更前 ②変更後 今回補正額

②－①
備　　　　　　　　　　　　考

補　 償　 費 2,500 2,500 0

千円

設計業務費 7,000 7,000 0

点検業務費 31,500 31,500 0

補助対象 20,950 千円 ＋ 町単独費 1,500

事 業 費 計 66,500 63,450 △ 3,050 ―

内補助対象事業費 61,500 58,450 △ 3,050 ―

【事業費内訳】 【工事箇所】

A 当初予算額 B 補正後予算額 差　B-A
財源内訳 橋梁名 橋長 町道名

66,500 63,450 △ 3,050
A当初予算額 36,531 16,000

内容
国費（59.4％） 地方債 その他 町費

昭和橋 14.8ｍ 昭和搦産業線 （主な工事内容）
ひび割れ補修工

断面修復工
表面含浸工
橋面補修工

4,060

13.3ｍ 福吉東西5号線

差B-A △ 1,812 0 0 △ 1,238

9,909
115-1号橋 8.6ｍ 馬田蓑具線

B補正後予算額 34,719 16,000 4,060 8,671
末福橋

　計画的な橋梁の維持管理をすることで、道路交通の
　安全性の確保を図ることができる。
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国庫補助金の補助額確定による減額。

牛屋西分地区の国庫補助対象事業費が、国の割当額により県での調整の結果、当初見込額の１/4程度となった。

◎　牛屋西分地区機能強化事業の工事内容（主要な工事）

◎　牛屋西分地区機能強化事業の年度別事業費見込額（委託料・工事請負費のみ）

（単位：千円）

４　事業の効果
事業の実施により、農業集落排水施設の長寿命化を計画的に推進しているが、国庫補助金の減額割当により、事業進捗が懸念される。

15 工事請負費 工事請負費 69,000 △ 48,855 20,145 7,501 12,544 100
合　　計 71,545 △ 49,805 21,740 8,095 13,500 145

13 委託料 その他委託料 2,500 △ 950 1,550 594 956
9 旅費 特別旅費 45 0 45 45

節 区分 項目 予算現額 今回補正額 補正後の予算額
左の財源内訳

国費（交付金） 起債 繰入金

260,962 101,209 21,695 138,058

３　補正予算額

水槽防食工事 1式 （一部） - 発電機設置

総事業費 H29事業費まで H30事業費 H31以降事業費

-
周辺沈下対策 1式 - -

1基 - - 硫化水素対策 2基 2基

250台 186台 15台
電気設備更新・点検整備 1式 - （一部） 電気設備更新・点検整備 1式 - - 無線通報装置 250基 186基 15基
機器更新・点検整備 1式 （一部） （一部） ポンプ更新・点検整備 5台 3台 1台 真空弁点検整備

１　補正の理由

２　 事業変更内容

処理施設工事 真空ステーション工事 管路施設工事

区　　分 全体 H29まで H30 区　　分 H30全体 H29まで H30 区　　分 全体 H29まで

白石町総合計画 基本計画
ゆとりある快適な住みよいまち　【町の基盤整備】

基本計画
生活基盤の充実                        

（人と大地がうるおい輝く豊穣のまち） 1 1

その他 一般財源 8

△ 24,905 △ 24,900 継　続
予 算 額 △ 49,805

国庫 県費 地方債

本年度当初 71,545 現計予算 71,545

細事業名 農業集落排水機能強化事業費 所属
下水道課

目   名   称 農業集落排水事業費
下水管理係

財 源 内 訳 予算書頁

区分 平成３０年度１２月補正 会計 農業集落排水特別会計

款 ３ 項 １ 目 １

- 11 -
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　平成30年度の地方創生汚水処理施設整備推進交付金の交付額確定により予算を減額する。

〇本年度の主な事業
工事施工地区・・・中郷・網代地区の一部

（単位：千円）

（単位：千円）

４　事業の効果
　潤いのある水環境を守ることにより、安全かつ安心な食料の提供と生活環境の改善及び公共用水域の水質保全が図られ、より快適で豊かなまちづくりに
貢献できる。

区分 平成３０年度１２月補正 会計 特定環境保全公共下水道特別会計

款 3 項 1 目 1
細事業名 特定環境保全公共下水道施設整備費 所属

下水道課

目   名   称 公共下水道施設整備費
施設整備係

財 源 内 訳 予算書頁

基本計画
生活基盤の充実                        

（人と大地がうるおい輝く豊穣のまち） 1 1

その他 一般財源 8

△ 32,100 △ 32,900 継　続
予 算 額 △ 65,000

国庫 県費 地方債

本年度当初 463,328 現計予算 463,328

１　補正の理由

２　 事業変更内容

節 工種等 予算現額 補正額

白石町総合計画 基本計画
ゆとりある快適な住みよいまち　【町の基盤整備】

補正後予算額 備考
13 委託料 詳細設計 50,000 △ 30,000 20,000

事　業　費　計 450,000 △ 65,000 385,000

３　補正予算額

22 補償補填及び賠償金 水道管移設等 5,000 0 5,000
15 工事請負費 管路工事等 395,000 △ 35,000 360,000

区　　　分 予算現額 補正額 補正後予算額
左の財源内訳

交付金 起債 繰入金 負担金
883 14,917

単独事業 63,328 △ 5,000 58,328 56,200 2,128
国庫補助事業 400,000 △ 60,000 340,000 167,900 156,300

事務費・人件費 13,328 13,328
事業費 50,000 △ 5,000 45,000

3,011 14,917計 463,328 △ 65,000 398,328 167,900 212,500


